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(１)道路網計画で位置付けた各路線の検討の進め方 

広域道路網 

優先的に整備すべき路線（優先整備路線，準優先整備路線） 

道路に求められる様々な機能が効率的，効果的に発現できるよう，地域の特性に配慮しながら事業

化に向けた検討を行うとともに，調布市基本計画に位置付けた年度別計画と整合を図り，現在事業中

である路線の進捗状況や財政状況，まちづくりの機運の高まりなどを勘案しながら順次事業を進めて

いきます。 

なお，事業化に当たっては，地域の皆さんに適切な情報提供を行うとともに，特定財源の充当を積

極的に行い，必要な財源確保を図り，早期の道路網の構築を目指します。 

計画検討路線 

「計画検討路線」については，今後，地域の状況を踏まえつつ，計画検討，都市計画手続等，事業

化検討の３段階に分け，概ね１０年後の平成３７年度を目標とし，実現に向けた検討を進めていきま

す。具体的には，各路線の課題を踏まえ市民参加の方策を検討し，検討の各段階に応じて適切な情報

提供を行うとともに，地域の皆さんの意見把握に努めながら検討を進めていきます。 

廃止候補路線 

「廃止候補路線」については，廃止検討，廃止の都市計画手続の２段階に分け，概ね５年後の平成

３２年度を目標とし，計画廃止に向けた検討を進めていきます。なお，検討に当たっては，地域の皆

さんの意見把握に努めながら検討を進めていきます。 

廃止検討
（平成28～30年度）

廃止の都市計画手続
（平成31～32年度）

第１段階 第２段階

廃止候補路線
廃止の妥当性について検討 廃止の妥当性が確認された

場合，廃止の都市計画手続
を実施

７ 目指すべき道路網の実現に向けて 
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地区内道路網 

地区内道路の整備は，都市計画事業で整備する都市計画道路とは異なり，各地区の特性や道路の位

置付けに合わせながら整備を進めるため，より一層市民の皆さんのご理解とご協力を必要とします。

これまでも，路線ごとに関係権利者と丁寧な話し合いを重ねながら事業を推進してきましたが，大半

の路線が拡幅整備を必要とするため，事業には長期間を要します。 

優先整備路線，機能確保のための総合的取組は，周辺環境や地域の特性に配慮しつつ，地域のご理

解とご協力を得ながら，順次事業化に向けた検討を進めます。また，事業化に当たっては，必要な財

源確保を図り，着実な整備推進を目指します。特に，「機能確保のための総合的な取組」は，各地域

の状況を適切に把握し，地域の皆さんと連携を図りながら，早期の課題解決に向けて検討を進めます。 

なお，それ以外の路線についても，引き続き，沿道建物の建替えや開発事業などの機をとらえ，関

係権利者のご協力をいただきながら，道路空間の確保に努めていきます。 

(２)定期更新の仕組み 

道路網計画は，最新の社会経済状況や調布市を取り巻く状況等に対応した計画となるよう，必要に

応じ定期的に更新します。なお，「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」の

改訂時には，整合を図ります。 

また，更新を行う際には，個別路線（計画検討路線，廃止候補路線等）の検討結果を反映します。 

道路網計画

・広域及び地区内道路網と
して必要性及び整備の優
先度を確認する

・この確認結果を個別路線
の検証に反映する

時間軸（年）

個別路線 個別路線 個別路線

道路網
計画

道路網
計画

道路網
計画

個別路線

反映

定期的に
必要性を確認

定期的に
必要性を確認

個別路線

・個別路線は，必要性
に応じて計画の検討
を行い，これを道路
網計画に反映する

新たな位置付け

これまでは，計画決定時の必要
性及び区域決定を踏襲

反映 反映 反映反映

図 定期更新の仕組み 
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(３)今後の課題 

以下の点については，今後も引き続き検討を進めていきます。 

自転車利用の環境づくり 

調布市内の移動は，徒歩や自転車が多く利用されていますが，安全に利用できる空間は十分ではあ

りません。みちの井戸端会議や道路に関するアンケートでは「歩道を安全に，快適に歩けるようにし

てほしい」や「自転車を安全に利用できるようにしてほしい」という意見を多くいただいています。

これは，自転車の走行空間が明確になっていないために，結果として，歩行者や車と自転車利用者が

混在している道路利用の現状を示していると考えられます。 

道路を利用する誰もが安全で快適に通行できるようにするには，自転車利用の環境づくりが必要で

す。すなわち，自転車が安全に利用できる環境を整えることにより，歩行者や車も，道路を安全に利

用できるようになると考えられます。 

今後，自転車の日常的な移動の安全性及び利便性向上を図るため，高齢者や子どもなど，誰もが安

全かつ快適に移動できるような環境づくりを推進していきます。 

＜広域道路網計画＞ 

• 広域道路を新規整備する場合には，交通管理者との協議を踏ま

え，車道通行を原則とした自転車走行空間の設置を検討する。 

• 既存道路において自転車走行空間を設置する場合には，交通管

理者との協議を踏まえ，緊急性などを考慮したうえで，順次車

道にピクトグラムなどの路面表示を検討する。また，道路の機

能や役割に応じて，道路空間の再配分等により自転車走行空間

の確保を検討する。

• ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け

た自転車推奨ルート※３に指定されている地区では，車道の利用

を基本とした整備方針に基づき，整備を進めていく。

＜地区内道路網計画＞ 

• 地区内道路については，自転車等駐車場の周辺や人が集まる駅前など，道路の機能や役割に応

じて，順次車道の左側端へ自転車を誘導するため，ピクトグラムなどの路面表示の設置を検討

し，自転車走行空間の明確化に努める。

• 鉄道敷地に沿って計画されている地区内道路では，自転車走行空間の明確化と連続性を創出す

ることとしている。

＜自転車利用者のルールやマナーの啓発＞ 

• 自転車の安全な走行に関する啓発については，自転車利用者の目につきやすい自転車等駐車場

の看板へのポスターの掲示を行うとともに，年２回の交通安全のつどいや自転車安全教室など，

交通管理者や交通安全協会と連携して，様々な年代に対応した形で各種啓発活動を実施してい

る。引き続き，交通管理者等と連携をし，自転車の正しいルールやマナーの浸透を図る。

＜今後の検討＞ 

• 平成２８年度からの２か年で，利用実態を把握したうえで，市内の自転車ネットワーク計画に

ついて検討を行う予定

※３：国道，都道，市区道等の区別なく，自転車が走行しやすい空間を連続させ，より安全に回遊すること

のできるよう設定したルート 

図 自転車のピクトグラムの例 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出の促進
に関する検討委員会 資料
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図 普段利用する道路で困っていること 

（みちの井戸端会議及び道路に関するアンケート結果） 

道路整備にあわせたまちづくり 

＜地域の個性を生かしたまちづくり＞ 

調布市では，「調布市ほっとするふるさとをはぐくむ街づくり条例」に基づき，住民発意によるま

ちづくりを推進しています。話し合いの場が一定の要件を満たす場合には，調布市が「街づくり協議

会」，「街づくり準備会」として認定し，まちづくり活動に対する支援を行います。観光拠点である

深大寺の周辺地区では，豊かな自然や歴史的な景観を生かした活発なまちづくり活動が行われていま

す。また，老朽化した大規模住宅の建替えを契機に活動している地区があります。 

まちづくり活動は，地域住民の共通の思いをきっかけに始まることがほとんどであり，道路の大半

が住宅地に計画されている調布市では，道路の計画を契機としてまちづくりの機運が高まる可能性が

あります。このような機会を捉え，地域のまちづくりの熟度に応じて，沿道の街並み形成の促進など

について，地域住民と協働で検討を進めていくことが重要と考えています。 

＜今後の検討＞ 

平成２７年度からの３か年で，地域の個性を生かしたまちづくりの進捗や土地利用の変化に対応

するため，都市計画マスタープラン及び用途地域の指定方針及び指定基準を踏まえた用途地域の見

直し検討を行う予定。 

0 100 200 300 400 500 600

歩道を安全に，快適に歩けるようにしてほしい
自転車を安全に利用できるようにしてほしい
自転車の駐輪スペースを確保してほしい
自動車を安心して運転できるようにしてほしい
路上に停車している車があっても，気にすることなく通行できるようにしてほしい
その他
遅れることなく目的地に到着したい
バスが時間通りに運行できるようにしてほしい
その他
市内の拠点（駅やスーパー等）へアクセスしやすくしてほしい
区部へアクセスしやすくしてほしい
多摩部へアクセスしやすくしてほしい
広域の移動をしやすくしてほしい
バス路線を利用しやすくしてほしい
その他
目的地に複数の経路で行けるようにしてほしい
目的地に複数の交通手段で行けるようにしてほしい
その他
火災発生時に，燃え広がらないようにしてほしい
消防車や救急車が通行できる道路にしてほしい
その他
居住環境（通風や日照等）の影響も考慮してほしい
自然を残してほしい
その他
にぎわいのある街にしてほしい
実現性のある道路計画にしてほしい
その他

定時性

代替性

安全性

アクセス性

住環境

まちのにぎわい

防災性

整備実現性

(件)
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道路網計画検討に当たっては，検討の各段階で，職員が対面形式で直接市民の皆さんの意見を聴く「み

ちの井戸端会議」や「道路に関するアンケート」などの市民参加の取組を実施し，市民の皆さんとコミ

ュニケーションを図りながら，検討を進めました。 

また，「調布市道路網計画有識者委員会」及び「調布市道路網計画庁内調整会議」を設置し，技術的

視点から助言などをいただきながら検討を進めました。 

道路網計画の参考資料は，技術検討レポートと市民参加レポートがあります。 

・参考資料（別冊）：現状分析や道路網構築の視点等，計画検討の過程を示す「技術検討レポート」 

・参考資料（別冊）：市民参加の取組結果をまとめた「市民参加レポート」 

調布市道路網計画

技術検討
（調布市道路網計画有識者委員会）
（調布市道路網計画庁内調整会議）

計画検討
（調布市）

現状と課題

道路網計画の目標

道路網構築の視点

道路整備プログラム

（検討着手の発議）

現状や将来の動向に
関するデータ解析

・動向（人口、安全・安心、
移動・交通等）

・上位計画・関連計画

目指すべき道路網の
技術検討

目指すべき道路網

日頃利用している道路に

関して思うこと（期待、懸念）

「調布市におけるこれからの
みちづくり」（パンフレット）に

対する意見

優先的に整備すべき路線等の
考え方に対する意見

市民参加
（市民）

調布市道路網計画（案）

道路整備プログラムに
関する技術検討

調布市道路網計画（案）に
対する意見

第１回
みちの井戸端会議

道路に関する
アンケート

第２回みちの井戸端会議

第３回みちの井戸端会議

パブリック・コメント
手続

第4回
みちの井戸端会議

説明会

「調布市道路網計画」の参考資料 

道路網計画 

（本書） 技術検討レポート 市民参加レポート 

参考資料（別冊） 

道路網計画の検討プロセス 
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●お問い合わせ先●

調布市 都市整備部 街づくり事業課 

TEL：０４２－４８１－７５８７（直通） 

FAX：０４２－４８１－６８００ 

登録番号 

(刊行物番号) 

２０１５－２７３ 




